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□環境経営方針

　　　　　　　　　　　　　　　　

環境理念

1． 環境関連法規制を遵守します。

2． 当社は、次の環境活動を計画的に取組み実施します。

☆

☆

☆

☆

☆

3． この環境経営方針は全従業員に周知、徹底します。

制定：2018年7月１日

改定：2019年9月１日

岸田建設株式会社

岸田建設株式会社

環境経営方針

環境に配慮した施工を推進します。

環境活動の社会貢献を推進します。

　　　　　　　　　　　　

　当社は、地球規模での環境保全が人類共通の最重要課題の一つであることを認識し、事業活動
において、環境に配慮した循環型社会の構築に貢献します。

行動指針

当社は、滋賀県の湖西地域を中心とした土木工事等の事業を行っています。この事業活動にお
ける環境への影響を理解し、環境経営を優先課題と位置づけて、従業員と協力し、EA21環境経
営システムを構築運用し、継続的改善と汚染の予防に努め、以下の事項について自主的、積極
的に取り組みま

事務所での電気使用量及び重機車両等の燃料使用量を減し、ＣＯ₂の排出量を削減しま
す。

建設現場の廃棄に関して、分別を積極的に実施することにより建設リサイクルを推進し、廃
棄物を削減します。

建設現場から排水する水の汚染、汚濁を防止し、事業所での節水に努め、水の使用量を
削減します。

　代表取締役　岸田　皓介
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□組織の概要 更新日：

（１） 名称及び代表者名
岸田建設株式会社
代表取締役　岸田　皓介

（２） 所在地
本社(事務所・倉庫・駐車場） 〒520-1217　滋賀県高島市安曇川町田中2270
資材倉庫 〒520-1217　滋賀県高島市安曇川町田中2720

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
環境管理責任者　 TEL：0740-32-1007
連絡担当者 TEL：0740-32-1007

E-mail：kisidakensetu@bronze.ocn.ne.jp

（４） 事業活動の内容

（５） 事業の規模

・売上高 118百万円（2022年度）

・従業員数 6人（2022年9月1日現在）

（６） 事業組織

事務所床面積
倉庫床面積
駐車場面積
資材倉庫面積
従業員（人）
認証・登録範囲
従業員数は毎年度9月1日現在の従業員数です

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 岸田建設株式会社

対象事業所： 本社(事務所・倉庫・駐車場）、資材倉庫

活動： 土木工事業、とび・土工工事業、水道施設工事業、舗装工事業、解体工事業

土木工事業、とび・土工工事業、水道施設工事業、舗装工事業、解体工事業

面積：㎡ 本社・倉庫・駐車場 資材倉庫

133
87.55

　　　　　　　　　　　　

2022年9月7日

421
-

総務部：岸田　佳代子
EA21事務局：　前川　麻衣

473
6

〇 〇
0
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作成日

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

工事現場

総務部 工事部門

EA21事務局

代表取締役（社長）

環境管理 責任者

岸田　皓介

岸田　佳代子

前川　麻衣

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施
・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

2022年9月1日

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境管理責任者を任命
・環境経営方針の策定・見直し

役割・責任・権限

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理

代表取締役（社長） ・環境経営に関する統括責任

・環境管理責任者の補佐

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認

環境事務局

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境関連の内部コミュニケーションの運営管理
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備え付けと地域事務局への送付）
・環境活動実績の確認・全体評価

各部門長
工事現場代理人

現場責任者

・自部門における環境経営方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告（負荷報告）
・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施
・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚
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□主な環境負荷の実績
単位

ｔ
㎥

※2020～2023年度の二酸化炭素排出係数： kg-CO2/kWh 関西電力の2019年度の調整後係数　

※上表の二酸化炭素排出量には目標に掲げていないLPGが含まれる。

□環境経営目標及びその実績

✕
✕

✕

〇

✕

〇

〇

✕

✕

✕

□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電気使用量削減

取組紹介欄

2021年

2022年

産業廃棄物排出量 297 162 393

二酸化炭素総排出量 68,353

項　目 2020年度 2021年度 2022年度

76,985 144,383

二酸化炭素排出量原単位 347 802 1224kg-CO2/百万円

kg-CO2

水使用量 727 693 691

0.418

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

2021年 2022年度 評
価

2023年度 2024年度
（基準年) （目標） （実績） （目標） （目標）

電気使用量削減 kg-CO2 10,785 10,677 13,171 10,569

基準年度比 100% 99% 122% 98% 97%

10,461
kWh 25,801 25,543 31,510 25,285 25,027

基準年度比 100% 99% 79% 98%

ガソリン（L） 5,166 5,114 4,071 5,063

kg-CO2 119,854 118,656 129,956 117,457

灯油使用量削減 kg-CO2 2,659 2,633 1,255 2,606 2,580

（L） 1,068 1,057 504 1,047 1,036
基準年度比 100% 99% 47% 98% 97%

129,300
基準年度比 100% 99% 108% 0% 0%

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 133,299 131,966 144,383 130,633

産業廃棄物のリサイクル
率向上

% 98% 78% 99% 1 1
基準年度比 100% 80% 99% 80% 80%

取り組み計画 達成状況 取組結果とその評価

679 672
基準年度比 100% 99% 103% 98% 97%

水道水の削減 ㎥ 693 686 711

環境に配慮した施工
（全工事））

行動目標（次項による）

　
0 △
0 ○

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
目標値よりはるかに上回る実績値になってしまった。エコの取り組み
を意識し、一人一人が実施してきたつもりだが想像以上に上回って
いる。もう一度みんなで取り組みについて考える必要がある。事務所
のLED照明、省エネエアコンの導入などを検討している。

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） ×
・不要照明の消灯 　
・機械設備・OA機器などのスイッチオフ

3月 4月 5月 6月 7月 8月9月 10月 11月 12月 1月 2月
2,704 2,095 1,320 1,320 1,619 2,6231,869 1,576 1,908 2,324 3,090 2,825
3,499 2,851 2,320 1,337 1,614 2,7562,432 1,937 1,984 2,666 4,309 3,805

燃料削減（自動車・建設
機械）

軽油（L） 41,810 41,392 46,710 40,974 40,555

基準年度比 100% 99% 112% 98% 97%

116,259

97%

5,011

0

2,000

4,000

6,000

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

電力（kWh） 2021年 2022年
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燃料削減（自動車・建設機械）

取組紹介欄

2021年

2022年

取組紹介欄

2021年

2022年

灯油使用量削減

取組紹介欄

2021年

2022年

9月 10月 11月 12月 1月

数値目標 〇 ガソリンや軽油の使用量は仕事の数や現場の距離等で毎年毎月異
なり、毎月目標を下回る事は難しい。が、アイドリングストップやエコ
ドライブ、重機の効率的稼働を心掛け実施した。ハイブリットの高性
能の重機を導入した。今後年間を通じて目標達成手段を確実に実
施して取り組む。

・暖機運転・アイドリングストップ ○
・エコドライブの励行 ○
・建設重機の環境に配慮した稼働 △

8月2月 3月
442 258 353 212

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

4月 5月 6月 7月
215 322 449

279 306 304 321 323 402 422 203 370 328 352 462
716 549 585 641 424

2,476 4,597 2,786 2,721

9月 10月 11月 12月 1月

1,104 879 4,976 9,129 6,326

8月
5,251 5,580 5,728 3,528 1,510 2,704 3,872 2,699 2,995

2月 3月 4月 5月 6月 7月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

4,165 2,873 905

0

9月 10月 11月 12月 1月

数値目標 〇 現場での使用はない。事務所ストーブのみの使用だった。温度設定
や不要時のオフを心掛けた。・ストーブの温度管理（冬季2０℃±１℃） ○

・重ね着 0
0 0
0

5,079 3,079 3,558

0 0 0 0 155 349 0 0

8月
0 0 18 263 118 470 116 83 0

2月 3月 4月 5月 6月 7月

0 0 0 0
0 0 0

0

200

400

600

800

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

ガソリン（L) 2021年 2022年

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

軽油（L) 2021年 2022年

0

200

400

600

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

灯油（L） 2021年 2022年
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産業廃棄物のリサイクル率向上

取組紹介欄

2021年

2022年

水道水の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

環境に配慮した施工 （全工事））

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

9月 10月 11月 12月 1月

数値目標 ✕ 産業廃棄物は道路復旧工事が増えて全体量は増加したが、分別、
リサイクルを確実に実施した。・廃棄物を分別し、リユース・リサイクルを

徹底する。 ○

・無駄な資機材を購入しない 0
0 0

1 16 155 10 20 30 21

8月
24 49 14 0 0 0 0 11 11

2月 3月 4月 5月 6月 7月

35 28 7 54 18

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

11 20 16

0

9月 10月 11月 12月 1月

数値目標 ✕ 事務所、現場における節水を全員で心掛けたが3，4月に洗車が増え
通年では目標未達となった。今後も洗車の際は水の出しっぱなしに
注意したい。

・洗車の水使用量を減らす。 ○

・水を流しながらの洗い物はしない。 0
0 0
0

57 58 47 47 56 56 75

8月
66 65 61 60 58 59 50 50 53

2月 3月 4月 5月 6月 7月

76 50 51 69 69
53 59 59

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
・低騒音・低振動型重機の使用 ○ 低騒音、低振動型重機の導入、使用を実施できた。引き続き環境配

慮施工に務める。・排ガス規制適合車の使用 0

・環境配慮施工の維持 0
・濁水発生防止 0

0

20

40

60

80

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

水道水（㎥） 2021年 2022年

0

100

200

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

u 

産業廃棄物（t）

2021年 2022年
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

対象特定施設の届出、規制値の遵守

□緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定： 自動車からの油類漏れ事故
■実施日： ■実施場所：

■参加者：

■実施内容： ☐通報訓練　☐消火訓練　☐避難訓練

■評価： □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）
廃棄物処理法 一般廃棄物及び産業廃棄物の管理、排出
自動車リサイクル法 廃自動車のリサイクル券

騒音規制法
振動規制法 対象特定施設の届出、規制値の遵守
水質汚濁法 事故時の報告

家電リサイクル法 家電リサイクル券
大気汚染防止法 特定建設資材の分別解体等による再資源化

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

2022/11/22 事務所前

社長　他４名

自動車からの油類漏れ事故への予防及び対応

下水道法 除害施設の管理
消防法（危険物） 危険物の保管,届出
フロン排出抑制法 対象エアコンの点検、簡易点検
地域ごみ出しルール 一般廃棄物の分別、収集、排出

手順書の変更の必要性

手順通り、訓練実施できました。
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□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり

実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

□これまでの環境活動の紹介

『環境美化の日』
地域のごみ拾い等　　実施しました

『琵琶湖の日』
湖岸等ごみ拾い　　実施しました

滋賀県建設業協会高島支部　主催

令和5年7月3日
滋賀県建設業協会高島支部　主催

2023年10月20日

令和4年11月30日

2018年7月よりエコアクション21取組を開始し、早５年が経過いたしました。今、世界的に環境問題が問われている中、

目標設定し、目標達成を目指し実施することの大切さを改めて感じています。全社員が取組を理解し活動できました。

売上増もあり、工事件数や工事規模の大きな工事が増えてガソリン使用量は減少したものの軽油は増加しました。環

境への取組では、重機や車を効率的に使用し、アイドリングストップやエコドライブは徹底し実施しました。次年度も

しっかりと全員で活動を実施していきます。
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